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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月20日(2011.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の工程を含む方法により製造されるアルキル化ヒドロキシ芳香族化合物：
　少なくとも一種のヒドロキシ芳香族化合物を、酸触媒の存在下で炭素原子数２０～８０
の分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーと反応させることにより、ヒドロキシ芳香環に
結合したベンジル炭素が、炭素原子数１～５の１個のアルキル基と、炭素原子数が少なく
とも１８で、平均して炭素原子２個毎に１個の分枝を持ち、かつ各分枝は炭素原子１～２
個を含んでなる第二のアルキル基とで置換された、アルキル化ヒドロキシ芳香族化合物と
する工程。
【請求項２】
　少なくとも一種のヒドロキシ芳香族化合物が、１～４個のヒドロキシル基を持つ単核ヒ
ドロキシ芳香族炭化水素である請求項１に記載の方法により製造されるアルキル化ヒドロ
キシ芳香族化合物。
【請求項３】
　少なくとも一種のヒドロキシ芳香族化合物が、１～３個のヒドロキシル基を持つ単核ヒ
ドロキシ芳香族炭化水素である請求項２に記載の方法により製造されるアルキル化ヒドロ
キシ芳香族化合物。
【請求項４】
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　少なくとも一種のヒドロキシ芳香族化合物がフェノールである請求項３に記載の方法に
より製造されるアルキル化ヒドロキシ芳香族化合物。
【請求項５】
　酸触媒が、トリフルオロメタンスルホン酸、または商品名アンバリストAmberlyst３６
スルホン酸である請求項１に記載の方法により製造されるアルキル化ヒドロキシ芳香族化
合物。
【請求項６】
　分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーの炭素原子数が２０～６０である請求項１に記
載の方法により製造されるアルキル化ヒドロキシ芳香族化合物。
【請求項７】
　分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーの炭素原子数が２０～４０である請求項６に記
載の方法により製造されるアルキル化ヒドロキシ芳香族化合物。
【請求項８】
　少なくとも一種のヒドロキシ芳香族化合物を、酸触媒の存在下で炭素原子数２０～８０
の分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーと反応させる工程を含むヒドロキシ芳香族化合
物のアルキル化方法により、下記の構造を持つアルキル化ヒドロキシ芳香族化合物を含む
生成物を得る方法：
【化１】

（ただし、Ｒ1は、炭素原子数が少なくとも１８で、平均して炭素原子２個毎に少なくと
も１個の分枝を持ち、かつ各分枝は炭素原子１～２個を含む分枝アルキル基であり、Ｒ2

は、炭素原子数１～５のアルキル基であり、そしてＲ3は、水素またはアルキル基である
）。
【請求項９】
　得られる生成物がオルト異性体とパラ異性体の混合物である請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　生成物が、１乃至９９％のオルト異性体と９９乃至１％のパラ異性体とからなる請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　得られる生成物が、５乃至７０％のオルト異性体と９５乃至３０％のパラ異性体とから
なる請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーの炭素原子数が２０～６０である請求項８に記
載の方法。
【請求項１３】
　分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーの炭素原子数が２０～４０である請求項１２に
記載の方法。
【請求項１４】
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　下記の成分を含む潤滑油組成物：
　ａ）主要量の潤滑粘度の油、および
　ｂ）下記の工程を含む方法により製造されるアルキル化ヒドロキシ芳香族化合物：
　少なくとも一種のヒドロキシ芳香族化合物を、酸触媒の存在下で炭素原子数２０～８０
の分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーと反応させる工程、ただし、得られた生成物は
、下記の構造を持つアルキル化ヒドロキシ芳香族化合物を含んでいる：
【化２】

（ただし、Ｒ1は、炭素原子数が少なくとも１８で、平均して炭素原子２個毎に少なくと
も１個の分枝を持ち、かつ各分枝は炭素原子１～２個を含む分枝アルキル基であり、Ｒ2

は、炭素原子数１～５のアルキル基であり、そしてＲ3は、水素またはアルキル基である
）。
【請求項１５】
　得られる生成物がオルト異性体とパラ異性体の混合物である請求項１４に記載の潤滑油
組成物。
【請求項１６】
　得られる生成物が、１乃至９９％のオルト異性体と９９乃至１％のパラ異性体とからな
る請求項１５に記載の潤滑油組成物。
【請求項１７】
　得られる生成物が、５乃至７０％のオルト異性体と９５乃至３０％のパラ異性体とから
なる請求項１６に記載の潤滑油組成物。
【請求項１８】
　分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーの炭素原子数が２０～６０である請求項１４に
記載の潤滑油組成物。
【請求項１９】
　分枝オレフィン系プロピレンオリゴマーの炭素原子数が２０～４０である請求項１８に
記載の潤滑油組成物。
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